




 

数を調整した。各足裏を用いて登ることが可能な斜面角度を元に歩行を評価した。しかし、詳細を後述

するように、ロボットの製作演習に多くの時間を取られたため、斜面の歩行試験のみを行うことができ

た。 

(4) 広報活動 
・本プログラムで主たる対象とした、高校生に向けてプログラムの趣旨・スケジュールなどを広く告知

するため、JSPS ホームページのみならず、本学ホームページでの告知、県内各高校にプログラムに

関してチラシを送付した。 

(5) 安全配慮 
・実験の安全を確保するため、身体を傷つける必要のある道具の使用を必要としないように工程を設計

した。また実験作業中は講師が作業台周辺を定期的に見回り、怪我をする可能性がある作業に関して

サポートする体制を整えた。 

・また昨今の状況を鑑み、当日使用する実験器具や実験設備は事前にアルコール消毒を行い、参加者に

は入退出時のアルコール消毒の協力、参加者が近づきすぎないように作業中の距離の確保、体温・不

調の報告を徹底するよう求めた。 

(6) 今後の発展性、課題 
今後の発展性および課題は以下の 2 点である。 

まず、事前に綿密に作業シミュレーションは行ったもののロボット試作を行うための時間が不足し

た。ロボットの試作から手掛けることができる実験工程は参加者に非常に好評であり、実際の研究活動

に興味を持ってもらうことができた内容ではあるものの、工作作業に不慣れな参加者が多く想定したよ

りもロボットの製作に時間がかった点、また昨今の状況を鑑みて講義時間を最小限に抑える必要があっ

た点から、ロボットとの動作実験・解析に割く時間が非常に限られるという結果に終わった。今後はよ

り実験に割く時間を確保することができるように特にロボット試作の中で時間を有した部材の固定作

業などを講師側で完了しておくことで、より円滑な実験の推進を実現する必要があると考える。 

次にプログラム周知のための十分な期間を取ることができなかった点である。昨今の状況を鑑み、参

与との相談のもとにできるだけ多くの参加者を迎えることができ、また健康面の配慮もできるだろうタ

イミングとして 開催日の三週間前に開催日を決定・告知したものの、告知期間が短くなってしまった

ため、最終参加者 10 名と想定人数の半分の参加者しか集めることができなかった。流動的に状況が

変動するため、事前の調整は非常に難しい状況であったが、一ヶ月は告知期間を取れるよう調整を行う

ことが望ましいと考える。一方で結果的にではあるものの健康上の問題を考えた場合、10 名という参

加人数は安全かつ円滑にプログラムを進める上では最適であったとも考える。 


